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 第 1 章では，コンテナ船の大型化に伴い，脆性破壊防止のための対策の重要性が増している中，とくに大入熱溶接
継手の破壊じん性評価手法が確立されていない現状を説明し，本研究の必要性と目的について述べている． 
 第 2章では，WM の降伏応力が異なる 3 種類の溶接継手について，片側表面切欠付引張試験並びに FEM 解析を実施し，
強度ミスマッチ継手の破壊起点は Bond 近傍の HAZ 側であり，局所破壊応力は，強度ミスマッチの影響を受けないとの
結果を得ている．また，強度ミスマッチにより，切欠き先端近傍における応力上昇とひずみ集中が増大し，これが継
手の破壊強度を低下させる要因であることを明らかにしている． 




および WM の降伏に伴い極大値 hp を持つ挙動を示す．また，試験片形状や荷重の負荷形態が異なる条件についても，
降伏応力の比と極大値 hp の間に，ほぼ同様の相関関係が存在することを明らかにしている．  




可能であることを示している．また，ピーク応力比 h で補正した HAZ の降伏応力を結合力に設定することで，強度ミ
スマッチ材の CTOD を推定できることを明らかにしている． 












CTOD の特性を実験と FEM 解析により明らかにするとともに，き裂結合力モデルに基づく CTOD 推定法を提案している．
さらに大型コンテナ船の厚板適用部に対する要求 CTOD 値の設定法を提案している．これらは，大型化が進むコンテナ
船の構造安全性の向上に大きく寄与する成果である． 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
